
資料① 重点課題 
 

 

やるべきこと   重点課題 

（目指すこと） 取組の方向性 取組の例  
課題の背景・主な理由

重点課題 

（目指すこと） 
やるべきこと 

市民が自分の健康を自分

で守れるようにすること 健康づくりの推進 

地域主体の健康づくり

活動の推進 

 

食育の推進 

 

疾病予防対策の推進 

   

 

地域の多様な医療ニーズ

に対応すること 地域医療体制の充実 医療機能の分化・連携の

推進 
   

 

保
健
・
医
療 

市民の生命や健康を脅か

す健康危機から市民を守

ること 

健康危機管理対策の強

化 

対応能力の向上 
 
関係機関との連携強化 

   
 

地域における福祉力を向

上すること 
市民の福祉活動への参

画促進 
地域の社会資源との連

携強化・活動支援 
    

地
域
福
祉 

市民の福祉ニーズに迅速，

かつ，きめ細かに対応する

こと 

保健・福祉サービスの

総合化 

情報提供・管理システム

の整備 
 
サービス提供体制の整

備 

 ・ 市では、福祉に関

係する問い合わせ

や相談のサービス

はある程度のもの

が揃っている。 

・ しかし、事故や災

害等のため、誰も

が福祉のニーズを

突然に持つ可能性

がある。その際に

市民が問い合わせ

の電話番号を知ら

なかったり、多種

の番号があって迷

うようでは不便で

ある。 

②市の問い合わせ窓口

の集約化 

・縦割りではなく、市民から

の問い合わせは集約化し、そ

の集約化したところから各

専門部署につなぐようにす

る。 

・問い合わせ番号も少数に限

定し、市の広報誌等を通じて

周知させていく。 

市民福祉分科会【市民会議】市民福祉部会【策定本部】 
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市民の誰もが障壁を感じ

ることなく，安心して暮ら

せるようにすること 

社会基盤とこころのバ

リアフリーの推進 

広報啓発活動の推進 
 
公共施設のバリアフリ

ー化 

   

 

 

市民が福祉施設において，

ニーズに応じた質の高い

サービスを利用できるよ

うにすること 

社会福祉施設の充実 

社会福祉法人･施設等へ

の指導監査 
 
福祉施設の適正配置 

   

 

市民が自分の健康を自分

で守れるようにすること 健康づくりの推進 地域の人材・組織の育成

 

高齢者が健康で自立した

生活を少しでも長く送れ

るようにすること 
健康の維持と自立促進 介護予防対策の充実 

 

・ 医療費などの福祉

サービスによる支

出は市の財政を悪

化させる可能性が

ある。 

・ 病気にならないよ

うに、健康づくり

に取り組むこと

が、医療費の抑制

につながる。 

④高齢者の健康づくり ・モデル地区を設定し、被験

者の高齢者に対して運動、食

事、休暇などについての指導

を行い、それに沿って生活し

てもらう。 

・実験からは健康づくりの効

果をデータの形で把握でき

る。 

・効果があらわれた生活パタ

ーンで暮らしてもらえるよ

う、他の地区にも広げてい

く。 

高齢者一人ひとりが尊厳

をもち，生涯にわたって，

元気に生き生きと生活で

きるようにすること 

生きがいづくりの充実 

生きがい活動の環境の

整備 
 
就労の場の確保 

   

 

高
齢
者
福
祉 

高齢者が必要な保健・福祉

サービスや支援を受ける

ことができるようになる

こと 

保健・福祉サービス基

盤・支援機能の充実 

介護保険及び保健・福祉

サービスの充実と質の

向上 

 

地域福祉体制の充実 

 

住居のバリアフリーの

推進 

 

介護保険事業の充実 
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障害者が積極的に社会に

参加し，生き生きと生活で

きるようにすること 
社会活動の促進 

就労支援 
 
権利擁護促進 

 ・ 市の施設や駅、道

路等では、改善の

余地はあるもの

の、バリアフリー

がある程度進んで

いる。 

・ しかし、市民は障

害者について理解

し、行動できてい

ているかという点

では、心のバリア

フリーが残ってい

る。 

・ 心のバリアフリー

の原因の 1 つには

障害者と接するこ

との少ないことが

ある。 

①障害者福祉における

参加と交流の充実 

・障害者とともに何かの活動

をしたり、過ごしたりする経

験を促す。 

・例えば、総合的学習や生涯

学習の場で障害者の話を聞

いたり、何かの活動をともに

したりする経験を積めるよ

うする。 

障
害
者
福
祉 

障害者が安心して自立し

た生活を送れるようにす

ること 
社会的自立の促進 

地域移行支援 
 
居住の場充実 
 
通所施設の充実 

   

 

児
童
福
祉 

児童が健やかに育つこと

ができるようにすること 
児童健全育成環境の充

実 

児童養育環境の充実 
 
児童の自主的主体的活

動の促進 
 
地域での相談体制の充

実 

 ・ 少子化を背景に異

なった年齢の子ど

も同士が遊ぶ機会

が減っている。 

・ 凶悪犯罪の発生を

背景に子どもを安

心して遊ばせるこ

とのできる場所も

少なくなってい

る。 

・ 子育て支援センタ

ーの数は少ない。 

⑤子どもの居場所づく

り 

・新しい施設を建設するので

はなく、学校を活用した放課

後の子どもの居場所づくり 

・高齢者をはじめ様々な人と

交流できる場にする 
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すべての子育て家庭が安

心して子育てができるよ

うにすること 
子育て支援の充実 保育サービスの充実 

   
 

子どもの人権侵害を防止

すること 
子どもへの虐待防止対

策の強化 

啓発活動地域ネットワ

ークの活用 
 
関係機関との連携 

   

 

ひとり親家庭等が自立し，

安定した生活ができるよ

うにすること 

ひとり親家庭等への支

援 
自立支援・就業支援策の

充実 

   
 

高齢者が充実した介護サ

ービスを受けられるよう

にすること 
介護保険事業の充実 介護サービスの質の向

上 

   
 

被保護世帯が自立できる

ようにすること 
生活困窮者世帯への支

援の充実 

自立支援対策 
 
民生委員との連携 

   
 

社
会
保
障 

被保険者が良質な医療サ

ービスを十分に受けられ

るようにすること 

国民健康保険事業の充

実 
国民健康保険財政の健

全化 

   
 

正しい知識と判断に基づ

いた消費行動ができるよ

うにすること 
消費者の自立支援 

普及啓発事業の拡充 
 
体系的な消費者教育の

充実 
 
消費者活動の促進 

    

消
費
生
活 

消費生活の安全安心を確

保すること 
消費者被害の防止と救

済 

迅速な情報提供 
 
相談体制の充実 
 
計量検査体制の充実 
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市民が自主的な防犯活動

に継続的に取組むように

すること 
 

地域防犯活動の促進 

地域防犯活動への参加

促進 
 
防犯に関する情報の提

供 
 
自主的な防犯活動の支

援 
 
地域防犯のネットワー

クの構築 

    

防
犯 

犯罪を起こしにくい環境

をつくること 地域の危険個所の改善 

地域と市が連携する体

制の構築 
 
公共空間の安全性の向

上 
 
地域のくらがりの解消 

    

 － － － 

 ・ ねたきりの高齢者

等、地域にあまり

出てこない人に対

してはボランティ

ア、保健士、民生

委員等が訪問して

いることが多い。 

・ しかし、誰に訪問

しているのかにつ

いての情報が整備

させていないた

め、サービスを受

けられていない人

や同様のサービス

を重複して受けて

いる人が存在する

可能性がある。 

③福祉サービスにおけ

る「もれと重複」の洗い

出し 

・誰が誰を訪問しているの

か、というアクセス情報を市

が収集し整理する。 

・もれている人には、本当に

サービスが必要とされてい

ないか、重複している人に

は、人的資源が過度に投入さ

れていないかについて調査

し、対応を進める。 
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 － － － 

 ・ 保育所の延長保育

や夜間保育を求め

るニーズが高まっ

ている。 

・ しかし、保育時間

の延長ではなく、

本来は家庭で子育

てできる時間を増

やすことを市は支

援するべきであ

る。 

・ 家庭にいられる時

間を増やすには、

企業の支援が必要

である。 

⑥家庭と仕事の両立の

支援 

・子育てのしやすいファミリ

ーフレンドリーな企業を市

が独自に認定し、表彰する。

・企業にとっては PR の場と

してもらう。 
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